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問
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第
１
期
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

は
、
平
成
　
年
度
で
任
期
の
３
年
と
な

30

り
、
今
後
も
こ
の
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が

市
の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
っ
て
、
都
市

機
能
誘
導
区
域
で
あ
る
花
巻
地
域
の

中
心
市
街
地
活
性
化
は
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

大
迫
、
石
鳥
谷
、
東
和
各
地
域
に
お
け
る
中
心

市
街
地
の
再
生
・
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
 大
迫
地
域
の
市
街
地
の
特
徴

は
非
常
に
立
派
な
建
物
が
残

っ
て
い

る
が
、
地
域
で
活
用
の
意
思
が
な
け
れ
ば
難

し
い
。
活
用
し
た
い
と
い
う
地
域
住
民
の
声

特色ある取り組みのひとつ

「花北青雲高校チャレンジショップ」

　　　　　　　（石鳥谷町中央商店街）

【
市
長
】
 地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
　48

％
が
任
期
満
了
後
も
活
動
地
と
し
て

同
一
市
町
村
に
定
住
さ
れ
て
い
る
と
の
デ
ー

タ
が
総
務
省
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

場
合
、
平
成
　
年
度
中
に
任
期
満
了
を
迎
え

30

る
隊
員
５
名
中
、
４
名
が
本
市
に
住
み
続
け

た
い
と
の
意
思
を
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
教
育
課
題
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

瀬川 義光  議員
（市民クラブ）

　
市
の
「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
分
野
に
お

い
て
作
成
し
た
、
各
種
子
育
て
支
援
に
関
す

る
「
総
合
的
な
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
当
該

者
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

広
く
市
民
に
も
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、
家
庭

や
職
場
内
な
ど
で
も
支
援
内
容
が
話
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が

【
教
育
長
】
 平
成
　
年
度
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よ
り
発
行
を
開
始
し
た

「花
巻
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
に
は
、
子
育
て
全
般
に
関
す

る
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
度
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
母
子
手
帳
交
付
時
や
、
未

就
学
児
の
い
る
世
帯
の
転
入
手

続
き
の
際
に
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
国
保
医
療
課
、
地
域
福
祉
課
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
に
も
配
置

し
、
希
望
者
に
配
布
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
花
巻
市

の
ホ
ー

ム

各種支援制度を紹介する

子育てガイドブック

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
周
知
に
努
め
て
い
る
が
、

今
後
は
必
要
な
情
報
を
即
座
に
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
工
夫
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
作
成

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｍ
は
な
ま
き
で

の
お
知
ら
せ
な
ど
、
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
景
観
か
ら
受
け
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
大
迫
商
店
街
活
性
化
策
に
つ
い
て

Ｑ

近村 晴男  議員
（花巻クラブ）

本
事
業
の
着
実
な
推
進
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
が
、
周
知
の

仕
方
を
伺
う
。

が
あ
る
場
合
に
は
支
援
を
検

討
し
た
い
。
石
鳥
谷
地
域
は

住
宅
地
と
し
て
開
発
を
考
え

て
お
り
、す
で
に
私
有
地
を

取
得
、
宅
地
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
で
計
画
策
定
に
入
っ

て
い
る
ほ
か
、
他
の
空
き
地

の
活
用
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
。
東
和
地
域
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

て
非
常
に
元
気
が
あ
り
、
市

外
、
県
外
の
方
々
を
受
け
入

れ
や
す
い
土
壌
に
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
面
を
生
か
し

て
い
き
た
い
。

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

Ａ

Ａ

Ａ

特色を活かした支援を行う
旧３町の市街地再生方策は

ダイジェスト版の作成を検討
総合的なガイドブックの周知は

　
早
池
峰
山
の
河
原
の
坊
登
山
道
閉

鎖
に
よ
り
、
小
田
越
登
山
道
の
負
荷
が

増
大
し
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
対
策
は
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

Ｑ 小
田
越
登
山
道
へ
の
負
荷

【
市
長
】
 河
原
の
坊
登
山
口
閉
鎖
以
降

は
、
小
田
越
登
山
道
に
登
山
者
が
集
中

し
て
い
る
。
県
で
は
、
登
山
口
の
仮
設
ト
イ
レ

を
４
基
か
ら
８
基
に
増
設
、
早
池
峰
マ
ナ
ー

ガ
イ
ド
を
配
布
し
マ
ナ
ー
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
登
山
者
が
混
雑
す
る
８
合
目
の
は

し
ご
付
近
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
誘
導
活

動
を
実
施
。
今
後
も
保
護
管
理
員
か
ら
情
報

収
集
し
登
山
道
の
状
況
を
伺
い
な
が
ら
、
環

境
美
化
や
自
然
保
護
対
策
に
努
め
る
。

Ａ
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花
巻
市
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン

の
中
に
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
が

あ
り
、
大
変
重
要
で
あ
る
。
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

　
発
達
支
援
事
業
は
、
近
年
ま
す
ま
す

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
事
業
で
あ
り
、
今
後
、

療
育
指
導
な
ど
専
門
職
員
を
養
成
し
、
長
期

に
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
花
巻
市
こ

ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と
平

成
　
年
度
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

30

【
教
育
長
】
 
利
用
状
況
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
か

24

ら
　
年
度
で
、
発
達
相
談
件
数
は

28
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
１
０
５
件
、
１

１
６
件
、
１
３
１
件
、
１
０
８
件
、

１
１
１
件
、
親
子
教
室
の
べ
参
加

人
数
は
同
様
に
１
９
３
１
人
、
２

２
３
６
人
、
２
２
１
４
人
、
２
３
２

１
人
。
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
早

期
療
育
事
業
の
指
導
を
行
う
６
名

の
療
育
指
導
員
や
小
児
科
医
、
専

門
的
な
検
査
や
相
談
を
行
う
４
名

の
療
育
専
門
員
を
配
置
し
て
い
る
。

近
年
、
初
回
相
談
時
の
低
年
齢
化

や
相
談
内
容
の
多
様
化
に
よ
り
指

導
員
や
専
門
員
の
負
担
が
増
え
た

こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
か
ら
副

29

所
長
と
保
育
士
に
正
職
員
２
名
を

配
置
し
て
い
る
。

改築を終え新たなスタートを切った

こども発達相談センター

【
市
長
】
情
報
共
有
の
た
め
の
連
携

シ
ー
ト
の
作
成
や
、
か
か
り
つ
け
医
と

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
連
携
の
た
め
の
ケ
ア

マ
ネ
タ
イ
ム
の
作
成
、
「在
宅
生
活
を
支
え
る

多
職
種
が
集
う
会
」
の
開
催
の
ほ
か
、
「在
宅

医
療
介
護
連
携
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
た
。

ま
た
、
関
係
者
間
の
相
談
支
援
窓
口
と
し
て
、

医
療
の
資
格
を
有
す
る
専
任
の
非
常
勤
職
員

を
長
寿
福
祉
課
に
配
置
し
、
医
療
と
介
護
が

一
体
と
な
っ
た
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

在
宅
医
療
・介
護
連
携
は

Ｑ

Ｑ

　
花
巻
南
高
校
の
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

平
成
　
年
度
１
学
級
減
の
再
編
計
画

31

見
直
し
を
求
め
て
署
名
活
動
を
展
開
し
、
１

万
５
千
名
以
上
の
集
約
を
す
る
な
ど
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
と
再
編
計

画
へ
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
花
巻
駅

周
辺
整
備
計
画
の
花
巻
駅
橋
上
化
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
新
花
巻
図
書
館
の
移
転

整
備
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た

Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
の
調
査
・
検
討
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
 花
巻
駅
橋
上
化
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
橋
上
駅
タ
イ
プ
と
半
橋
上

駅
タ
イ
プ
の
２
案
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
実
施
に
あ
た
り
多
額
の
費
用
負
担

年間約120万人が利用するＪＲ花巻駅

【
教
育
長
】
対
象
と
な
っ
た
高
校
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
学
校
の
魅
力

づ
く
り
に
努
め
、
志
願
者
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
前
期
計

画
に
お
い
て
再
編
対
象
と
さ
れ
た
３
校
と
適

宜
連
絡
を
取
り
合
い
、
学
校
の
魅
力
づ
く
り

に
対
す
る
市
の
支
援
や
県
教
育
委
員
会
と
の

意
見
交
換
の
場
に
あ
っ
て
は
、
各
校
の
要
望

に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

県
立
高
校
再
編
の
対
応
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

照井 省三  議員
（平和環境社民クラブ）

が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
に
対
す
る
国

の
補
助
制
度
等
の
活
用
や
東
日

本
旅
客
鉄
道
側
の
負
担
の
可
能

性
も
含
め
て
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
事
業

候
補
地
を
検
討
し
な
が
ら
、
複

合
施
設
化
の
可
能
性
や
、
官
民

連
携
に
よ
る
事
業
手
法
の
可
能

性
等
を
調
査
し
て
い
る
。
近
年
、

図
書
館
を
核
と
し
た
市
街
地
活

性
化
の
事
例
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
事
業
手
法
も
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
調
査
期

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟

藤井 英子  議員
（花巻クラブ）

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ 間
の
延
長
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
図
書
館
の

基
本
計
画
策
定
を
平
成
　
年
度
に
具
体
的
に

30

進
め
る
。

発達相談、親子教室を実施
こども発達相談センターの活用は

慎重に検討していく
花巻駅の橋上化について

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】
　
市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て


